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 2026年11月６日 

各 位 

           会 社 名  佐 藤 食 品 工 業 株 式 会 社 

代 表 者 名 代表取締役社長 上田 正博 

（コード ２８１４ 東証スタンダード市場） 

問い合せ先 取締役管理部長 大津 新司 

電 話 番 号 ０５６８－７７－７３１６ 

         

2027年３月期第２四半期（中間期）業績予想値と実績値との差異 

及び2027年３月期通期業績予想の修正 

並びに剰余金の配当（中間配当・増配）に関するお知らせ 

 

2026 年５月 15 日に公表いたしました 2027 年３月期第２四半期累計期間業績予想値と実績値との間に差異が

生じたとともに、最近の業績動向を踏まえ、2027年３月期通期業績予想を修正いたしましたので、下記のとおり

お知らせいたします。また、2026年 11月６日開催の取締役会において、下記のとおり2026年９月30日を基準

日とする剰余金の配当を行うことについて決議いたしましたので、お知らせいたします。 

記 

１．2027年３月期第２四半期（中間期）業績予想値と実績値との差異（2026年４月１日～2026年９月30日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 

１株当たり 

中間純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

3,424 

百万円 

218 

百万円 

308 

百万円 

208 

円 銭 

29.11 

実績値（Ｂ） 3,655 583 748 510 71.07 

増減額（Ｂ－Ａ） 231 365 439 301 － 

増減率（％） 6.8 167.0 142.4 144.5 － 

（ご参考）前期中間期実績 

（2026年３月期中間期） 
3,419 372 449 390 49.83 

（注）当社は、2026年１月１日付で普通株式１株につき普通株式0.1株の割合で株式無償割当てを行っておりま

す。前事業年度の期首に当該株式無償割当てが行われたと仮定して、１株当たり中間純利益を算定してお

ります。また、当社は、2026 年９月 16 日付で普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っ

ております。前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり中間純利益を算定して

おります。 

（差異の理由） 

当社は、原材料コスト、エネルギーコスト、人件費が高騰する厳しい事業環境の下、製造コスト上昇の影

響を僅かでも緩和するべく、香り豊かな紅茶エキス「香彩ASSAM」をはじめとした新製品群の販売促進、生産

効率の改善、原材料調達ルートの拡充、近年赤字化していた製品等の価格転嫁を進めてまいりました。 

以上の取り組みの結果、売上高につきましては、新製品を含む茶エキスを中心に堅調に推移したことで、

2026年５月15日に公表いたしました業績予想値を上回りました。利益面につきましては、労働時間の適正化に

より労務費が抑制され始めるなど、一定の効果が得られたことから、営業利益、経常利益、中間純利益が業績

予想値を上回りました。 
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２．2027年３月期 通期業績予想数値の修正（2026年４月１日～2027年３月31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

6,732 

百万円 

373 

百万円 

545 

百万円 

368 

円 銭 

51.37 

今回修正予想（Ｂ） 7,158 921 1,169 802 111.46 

増減額（Ｂ－Ａ） 426 548 623 433 － 

増減率（％） 6.3 147.0 114.2 117.6 － 

（ご参考）前期実績 

（2026年３月期） 
6,832 758 907 736 97.32 

（注）当社は、2026 年９月 16 日付で普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。前

事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり当期純利益を算定しております。 

（修正の理由） 

通期の業績予想につきましては、昆布原料をはじめとする仕入価格の高騰や、為替や中東情勢に伴うエネ

ルギーコストの上昇などから厳しい事業環境となることが予想されますが、第２四半期（中間期）の実績が当

初想定を上回ったことや、第３四半期以降も生産効率の改善に向けた取り組みを継続していくことを踏まえて

見直した結果、売上高、営業利益、経常利益、当期純利益が前回発表予想を上回る見込みです。 

 

３．配当の内容 

 決定額 
直近の配当予想 

(2026年８月28日公表) 

前期実績 

(2026年３月期) 

基 準 日 2026年９月30日 2026年９月30日 2025年９月30日 

１株当たり配当金 

（株式分割前換算） 

13円00銭 

（26円00銭） 

11円00銭 

（22円00銭） 
22円00銭 

配 当 金 の 総 額 100百万円 ― 78百万円 

効 力 発 生 日 2026年12月４日 ― 2025年12月５日 

配 当 原 資 利益剰余金 ― 利益剰余金 

（注）当社は、2026年１月１日付で普通株式１株につき普通株式0.1株の割合で株式無償割当てを行っておりま

す。前期実績は、当該株式無償割当て前の実際の配当金の額を記載しており、決定額及び直近の配当予想

については、当該株式無償割当て後の内容を記載しております。また、当社は、2026年９月16日付で普通

株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。前期実績は、当該株式分割前の実際の

配当金の額を記載しており、決定額及び直近の配当予想については、当該株式分割後の内容を記載してお

ります。 

（理由） 

当社は、株主の皆様に対する積極的な利益還元を経営の最重要政策のひとつとして位置づけており、業績

の見通し、財政状態、配当性向及び純資産配当率等を総合的に勘案して配当を実施することを基本方針として

おります。 

2027年３月期の中間配当につきましては、この基本方針及び第２四半期（中間期）の業績等を踏まえ、直

近の配当予想である１株当たり11円から２円増配し、１株当たり13円とすることといたします。 

また、期末配当につきましては、当初予想通り１株当たり14円とし、2027年３月期の年間配当は、中間配

当13円と合わせて、１株当たり27円となる予定です。 
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（ご参考）年間配当の内訳 

 １株当たり配当金 

基 準 日 第２四半期末 期末 年間 

前回予想(2026 年８月 28 日公表) 

（ 株 式 分 割 前 換 算 ） 

11円00銭 

（22円00銭） 

14円00銭 

（28円00銭） 

25円00銭 

（50円00銭） 

今 回 配 当 予 想 

（ 株 式 分 割 前 換 算 ） 
－ 

14円00銭 

（28円00銭） 

27円00銭 

（54円00銭） 

当 期 実 績 

（ 株 式 分 割 前 換 算 ） 

13円00銭 

（26円00銭） 
－ － 

（ご参考）前期実績（2026年３月期） 22円00銭 28円00銭 50円00銭 

（注）当社は、2026年１月１日付で普通株式１株につき普通株式0.1株の割合で株式無償割当てを行っておりま

す。前期実績は、当該株式無償割当て前の実際の配当金の額を記載しており、前回予想及び今回配当予想

並びに当期実績については、当該株式無償割当て後の内容を記載しております。また、当社は、2026年９

月16日付で普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。前期実績は、当該株式

分割前の実際の配当金の額を記載しており、前回予想及び今回配当予想並びに当期実績については、当該

株式分割後の内容を記載しております。 

 

（注）本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で

あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績は今後様々な要因によって予想と異なる結果とな

る可能性があります。 

 

以  上 


